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※
1【
討
論
】提
出
議
案
や
請
願
な
ど
に
つい
て
、賛
成・反
対
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
を
い
う
。

※
１

討
論

議
第
２
号
三
条
市
立
児
童
館
条
例
の
一
部
改
正

　

条
南
小
学
校
区
は
２
つ
の
学
校
が
無
く
な
り
、
島
田
児

童
館
、
直
江
児
童
館
が
無
く
な
る
と
子
ど
も
の
居
場
所
の

空
白
地
に
な
る
。
老
朽
化
を
指
摘
す
る
の
で
あ
れ
ば
そ
れ

に
代
わ
る
児
童
館
の
設
置
を
考
え
る
べ
き
。
児
童
館
本
来

の
目
的
が
機
能
し
て
い
な
い
状
態
で
廃
止
す
る
こ
と
は
認

め
ら
れ
な
い
。

報
第
１
号
専
決
処
分
報
告

　

事
故
の
原
因
が
特
定
さ
れ
て
か
ら
対
応
策
を
慎
重
に
検

討
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
三
条
市
が
保
有
し
て
い
る
ス
ク
ー

ル
バ
ス
は
、
登
下
校
用
と
校
外
学
習
用
の
バ
ス
が
あ
る
が

登
下
校
用
の
バ
ス
に
ま
で
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
付
け
る
必

要
は
な
い
。ま
た
管
理
で
き
な
い
タ
コ
メ
ー
タ
ー
で
あ
り
、

何
も
使
わ
な
く
て
も
通
信
料
は
年
間
１
０
０
万
円
か
か

る
。
議
会
に
か
け
て
議
論
し
て
か
ら
で
も
遅
く
は
な
か
っ

た
。

認
定
第
１
号
平
成
24
年
度
決
算
の
認
定

　

第
一
中
学
校
区
小
中
一
体
校
建
設
事
業
費
。
住
民
不
在

の
進
め
方
に
問
題
が
あ
り
、
反
対
運
動
が
続
い
た
。
事
務

監
査
請
求
も
行
わ
れ
、
６
７
８
６
人
の
署
名
も
併
せ
て
提

出
さ
れ
た
こ
と
は
重
い
も
の
が
あ
る
。
い
ま
だ
に
住
民
の

理
解
を
得
ら
れ
て
お
ら
ず
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

  

自
由
ク
ラ
ブ

　

議
第
２
号
三
条
市
立
児
童
館
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
こ

と
な
く
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
児
童
ク
ラ
ブ
を
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
内
で
運
営
す
る
こ
と
に
合
わ
せ
て
老

朽
化
し
た
児
童
館
を
廃
止
す
る
本
提
案
は
妥
当
で
あ

る
。

　

報
第
１
号
専
決
処
分
報
告
に
つ
い
て
、
今
回
起
き

た
校
外
活
動
の
事
故
は
本
当
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
。
校
外
学
習
な
ど
に
出
か
け
て
い
く
機
会
の
増

え
る
前
に
、
で
き
る
措
置
を
す
る
こ
と
は
十
分
理
解

で
き
、
専
決
処
分
と
し
て
の
客
観
性
が
認
め
ら
れ
る
。

　

認
定
第
１
号
平
成
24
年
度
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
、
災
害
復
旧
を
着
実
に
進
め
、
加
え
て
５
つ
の
徹

底
・
３
つ
の
基
盤
強
化
を
推
進
し
な
が
ら
計
画
を
上

回
る
約
３
億
３
３
０
０
万
円
の
効
果
を
得
て
い
る
。

　

反
対
討
論
の
経
費
は
予
算
の
趣
旨
お
よ
び
目
的
に

沿
っ
て
適
正
に
執
行
さ
れ
て
お
り
、
瑕
疵
は
認
め
ら

れ
な
い
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
特
別
調
整
交
付
金
の
獲
得

な
ど
健
全
財
政
に
向
け
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、
介

護
保
険
事
業
も
歳
入
歳
出
に
瑕
疵
は
な
く
適
正
に
執

行
さ
れ
て
い
る
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
一
自
治

体
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
制
度
を
否
定
し

て
も
意
味
は
無
い
。

　

認
定
第
１
号
は
認
定
す
べ
き
。

  

日
本
共
産
党
議
員
団

　

議
第
２
号
三
条
市
立
児
童
館
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

四
日
町
、
島
田
、
直
江
、
石
上
児
童
館
を
廃
止

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
条
南
小
学
校
区
は
子
ど
も

の
施
設
が
無
く
な
る
こ
と
に
な
る
。
行
政
が
、
住

む
地
域
に
よ
っ
て
子
ど
も
に
不
利
益
を
与
え
、
差

別
す
る
よ
う
な
や
り
方
は
げ
ん
に
慎
む
べ
き
で
あ

り
反
対
。

報
第
１
号
専
決
処
分
報
告
に
つ
い
て

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
事
故
の
原
因
が
特
定
で
き
て
い

な
い
中
、
専
決
処
分
す
る
必
要
は
無
い
と
考
え
反

対
。

認
定
第
１
号
平
成
24
年
度
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

期
限
付
任
用
職
員
は
女
性
が
全
体
の
９
割
を
占

め
、
女
性
が
雇
用
の
調
整
弁
に
な
っ
て
い
る
。
行

政
が
率
先
し
不
安
定
雇
用
を
進
め
る
「
期
限
付
任

用
職
員
報
酬
」
は
反
対
。

　

第
一
中
学
校
区
小
中
一
体
校
建
設
事
業
費
は
、

教
育
的
立
場
よ
り
耐
震
化
や
コ
ス
ト
な
ど
財
政
面

を
優
先
し
進
め
ら
れ
た
と
考
え
反
対
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
お
よ
び
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
は
、
引
き
上
げ
は
必
要
で
も
、

上
げ
幅
は
最
小
に
と
ど
め
市
民
の
負
担
を
抑
え
る

べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
反
対
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
特
別
会
計
は
、
高
齢
者

を
年
齢
で
差
別
し
、
負
担
増
を
強
い
る
制
度
は
速

や
か
に
廃
止
す
べ
き
と
考
え
反
対
。

問
『
三
条
市
に
は
全
く
非
が
無
く
い
た

ず
ら
に
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
た
』と
感

じ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、弁
護
士
２
人

は
必
要
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
応
訴
す
る
に
当
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
調
査
助
言
が
必
要
で
あ
り
顧

問
弁
護
士
に
お
願
い
し
た
。

問
今
定
例
会
冒
頭
に
議
案
を
提
出
し
な

か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答
新
潟
地
方
裁
判
所
か
ら
三
条
市
に
送

致
さ
れ
た
の
が
９
月
４
日
。内
容
等

を
精
査
し
、日
程
的
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た

た
め
最
終
日
の
追
加
提
案
に
な
っ
た
。

問
調
停
に
至
っ
た
経
緯
は
ど
う
か
。

答
市
発
注
工
事
の
請
負
者
と
こ
の
債
権

を
譲
り
受
け
た
と
主
張
す
る
者
が
作

成
し
た
債
権
譲
渡
通
知
書
は
、記
載
金
額
に

食
い
違
い
や
矛
盾
が
あ
り
三
条
市
は
こ
れ
を

無
効
と
判
断
し
た
。そ
の
後
、債
権
を
譲
り
受

け
た
と
主
張
す
る
者
か
ら
債
権
の
支
払
い
を

求
め
る
調
停
が
三
条
簡
易
裁
判
所
に
申
し
立

て
が
行
わ
れ
た
。

■
議
第
14
号

問
健
康
運
動
教
室
事
業
へ
の
補
助
だ

が
、具
体
的
な
使
途
や
検
証
は
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

答
国
保
の
被
保
険
者
以
外
も
対
象
と
な

る
。健
康
運
動
教
室
に
必
要
な
備
品
、

指
導
に
係
る
経
費
に
充
て
、ア
ン
ケ
ー
ト
や

運
動
環
境
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
協
力
し
て
も

ら
い
、健
康
維
持
、増
進
事
業
へ
の
参
加
、継

続
の
動
機
付
け
に
つ
い
て
参
考
と
な
る
報
告

を
行
い
た
い
。

問
健
康
運
動
教
室
事
業
費
５
０
０
万
円

に
つ
い
て
。三
条
市
の
健
康
運
動
教

室
の
利
用
状
況
、継
続
率
は
ど
う
か
。３
カ
月

の
実
施
期
間
だ
が
委
託
先
は
ど
こ
か
。機
械

器
具
費
は
具
体
的
に
何
を
購
入
す
る
の
か
。

三
条
市
の
医
療
費
削
減
の
効
果
は
出
て
い
る

の
か
。答

利
用
者
は
６
９
９
人
。継
続
率
は
平

成
24
年
度
で
84
・
６
％
。委
託
先
は
つ

く
ば
ウ
エ
ル
ネ
ス
リ
サ
ー
チ
。エ
ア
ロ
バ
イ
ク

を
５
台
購
入
す
る
。医
療
費
は
平
成
22
年
度

調
査
で
１
人
７
万
円
の
削
減
に
な
っ
て
い
る
。

■
報
第
１
号

問
去
る
６
月
13
日
に
発
生
し
た
条
南
小

学
校
の
校
外
学
習
ス
ク
ー
ル
バ
ス
事

故
の
原
因
は
特
定
さ
れ
た
の
か
。

答
現
在
三
条
警
察
署
に
お
い
て
捜
査
が

継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、そ
の
調

査
結
果
を
待
っ
て
具
体
的
な
原
因
が
判
明
さ

れ
て
く
る
。現
時
点
で
は
、私
ど
も
の
調
査
の

中
で
は
直
接
的
な
原
因
に
つ
い
て
は
、道
を

誤
っ
た
こ
と
に
よ
る
運
転
者
が
パ
ニ
ッ
ク
状

態
に
な
っ
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

問
９
月
か
ら
新
た
な
業
者
に
委
託
と
の

こ
と
だ
が
、業
者
は
決
定
し
た
の
か
。

答
新
潟
新
興
交
通
有
限
会
社
お
よ
び
セ

ン
ト
ラ
ル
観
光
株
式
会
社
で
あ
る
。

■
認
定
第
１
号

問
災
害
復
旧
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答
農
林
関
係
は
約
68
％
、公
共
土
木
関

係
は
約
78
％
の
復
旧
完
了
率
と
な
っ

て
い
る
。引
き
続
き
県
と
調
整
を
図
り
な
が
ら

早
急
に
完
了
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
土
地
売
り
払
い
収
入
の
物
件
は
何
件

か
。

答
16
件
あ
る
。主
な
も
の
は
旧
大
島
小

学
校
跡
地
、旧
済
生
会
三
条
病
院
敷

地
、昔
の
ま
る
よ
し
跡
地
な
ど
で
あ
る
。

問
扶
助
費
を
前
年
に
比
べ
て
横
ば
い
に

抑
え
る
こ
と
の
で
き
た
要
因
は
何
か
。

答
総
体
と
し
て
昨
年
度
と
同
程
度
の
支

出
額
と
な
っ
た
。

問
地
方
交
付
税
の
特
別
交
付
税
が
半
減

し
た
が
、そ
の
要
因
は
何
か
。

答
平
成
23
年
度
に
措
置
さ
れ
た
災
害
関

連
が
減
少
し
、震
災
復
興
特
別
交
付
税

が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
大
幅
減
少
と
な
っ
た
。

問
時
間
外
勤
務
削
減
の
昨
年
の
取
り
組

み
成
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

答
24
年
度
の
時
間
外
勤
務
は
全
体

で
９
万
１
９
７
８
時
間
、23
年
度

の
12
万
１
１
０
０
時
間
と
比
較
す
る
と

２
万
９
１
２
２
時
間
、24
・
１
％
の
縮
減
と

な
っ
た
。

問
個
人
の
24
年
度
に
お
け
る
年
間
最
長

残
業
時
間
は
。ま
た
全
体
で一番
多
く

残
業
し
て
い
る
課
は
ど
こ
か
。

答
最
長
時
間
外
勤
務
は
経
済
部
災
害

復
旧
対
策
室
職
員
の
１
１
５
９
時
間

で
、金
額
は
２
８
５
万
７
５
５
７
円
と
な
っ

て
お
り
、時
間
外
勤
務
が
最
も
多
い
部
署
は

経
済
部
災
害
復
旧
対
策
室
と
な
っ
て
い
る
。

問
市
税
の
収
納
率
は
前
年
比
１・１
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
て
い
る
が
要
因
は
何
か
。

答
徴
収
体
制
の
強
化
と
現
年
度
分
未
納

者
へ
の
早
期
対
応
に
努
め
た
。

復旧中の災害現場（大名橋上流部）

質 疑 ・ 大 綱 質 疑討 論 		


